
　新興工業都市計画は国策として戦時下に実施された
都市計画である。軍関連施設等の設置に伴う都市施設
整備を目的としたものであり、その概要に関しては越
沢 1) や岩見 2) が詳しい。これらの論考では詳細に分析
されていない個別事例を対象に、中野 3)4)5) が詳細な
計画について考察を行っている。
　そこで本研究は光市を対象に、新興工業都市計画の
計画内容を把握するとともに、その実現状況を整理し、
現在の都市形態にどの程度反映しているかを明らかに
することを目的とする。
　本研究で対象とする山口県光市 ( 旧周南町 ) では、
光海軍工廠建設に伴い、都市計画指定や新興工業都市
計画が実施された。光新興工業都市計画が進む中で、
昭和 18 年に 4 村からなる旧光町と既に港町として発
展した室積地区の合併により光市が誕生した。本研究
では、旧光町を光地区、室積町を室積地区と呼ぶ。
　本研究では、主に光市史や当時の市制施行資料等の
文献調査を行った。また実現度の把握に関しては、計
画図と国土地理院の空中写真及び現地踏査を用いて調
査を行った。

大動脈幹線を根幹として地形に合わせて約 500m 間隔
を基準として配置された。更に補助幹線は放射環状の
配置が計画された。また防空防火の面から、丘陵公園
緑地への連絡として特殊街路が 5 路線計画された。室
積町では、前述の都市計画街路を縦軸として設計方針
が定められている ( 図 2)6)。
　用途地域では、商業地域を必要な最小限度に止める
こと、工業地域も現在の工廠付近までに止め、残りは
未指定地としてその後の軍需工場の用地として確保す
るに止めていたこと、商業地域周辺に住居地域を指定
し、広い範囲に住居専用地域を指定していることが 2
地区に共通している 7)。商業地域では、光地区に 3 ヶ
所 ( 虹ヶ浜駅前、島田市付近、光工廠正門前 )、室積
地区には 2 ヶ所設けることが計画されている ( 図 1)。
これらの 5 ヶ所の商業地域の内、工廠正門前には官公
衙新設が計画され、光市の中心として位置付けられて
いる再 8)。

　光新興工業都市計画は、他都市に比べ、市街地予想
人口が高く設定されており 1)(1)、人口 30 万人を想定し
て計画された。
　本計画では東西、南北方向それぞれに主要路線が計
画され、府県道改修事業として先行して施行された。
東西方向に横断する虹ヶ浜下松線及び虹ヶ浜室積線に
より快適な住宅地である室積と県下屈指の工業都市で
ある下松を連絡し、南北方向を縦貫する工廠西口島田
駅前線によって背面郊外地との連絡の確保を狙ってい
る (1)。これらの主要路線に対し、幹線街路は縦横の

　都市計画区域指定、都市計画立案、用途地域指定が
進む中で、光工廠建設に伴う人口増加の対応策として、
県営 300 戸、官営 800 戸、住宅営団 1,000 戸の計 2,100
戸が、独身工員のために 16 以上の寮や寄宿舎が建設
された再 8)。
　住宅地は県営 3( 今桝 , 室積大町 , 原 )、官営 2( 中村 ,
野原 )、住宅営団 6( 和田 , 木園 , 高畑 , 室積神田 , 室
積大町 ) の計 11 で、光地区では計画区域外に多く住
宅地が建設されており、室積地区は計画区域内に建設
されている。

　光新興工業都市計画の計画案は 2 度変化しているこ
とが確認された。それぞれの計画図を昭和 14 年案 ( 図
3)、昭和 15 年案 ( 図 4)、昭和 18 年案 ( 図 2) と呼ぶ。
　S14 年案では、新興工業都市計画を含む、この時期
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図 3　昭和 14 年の光町新興工業都市計画図 (参考文献 9) を基に筆者加筆 ) 図4　昭和15年の光町新興工業都市計画図(参考文献10)を基に筆者加筆)

図 1　昭和 2年の光・室積地区の地形図 (参考文献 14) を引用 )

図 2　昭和 18 年の光新興工業都市計画関係図 (参考文献 6)7) を元に筆者作成 )



の計画で多く見受けられる放射環状の街路網が虹ヶ浜
駅 ( 現光駅 ) を中心に計画されている。また、海軍工
廠正門付近では、高官の邸宅が建設された野田住宅が
立地し、高森室積線と海軍工廠正門前の街路の結節点
から、街路を新たに敷設するなど整然とした街路網が
描かれている ( 図 3)(3)。
　S15 年案では虹ヶ浜駅を中心とした放射環状を維持
したまま、虹ヶ浜室積線を中心とした放射環状の道路
網が光地区北部・南部に加わった。特に虹ヶ浜に沿っ
て東西を貫通する都市計画道路につながる街路 ( 図
3. 街路 A) が新たに描かれ、それに伴い、馬蹄形のエ
リアも確認できる。また光工廠正門前では既存の街路
が優先され、周辺の街路網に変更が入っている ( 図 4)。
　一方室積では、元々室積地区で計画が描かれており、
昭和 18 年の合併に伴い光新興工業都市計画に追加さ
れた。また昭和 15 年で見られた南側の環状の街路網
はなくなっている。
　以上から本計画は、まず東西を貫通する虹ヶ浜室積
線に沿って街路が引かれた後、環状の街路網が加わえ
られ、元々計画が描かれていた室積地区が加わり実施
に至ったことが分かった。

和 32 年 8 月、昭和 35 年 3 月に事業の終結を見た 12)。
　戦後、工廠跡地に武田薬品と八幡製鉄の工場が進出
した。これに伴い、都市計画の改正が必要とされ再 8)、
この時期に作成された「光市都市計画研究報告書」に
よれば、2 地区の連絡を果たし、1 都市としてのまと
まりを目指した都市計画が言及されている。当時の市
長であった松岡三雄は並行して住宅供給も進めてお
り、旧軍用地に八幡製鉄の社宅などが建設され、団地
造成事業も多く行われた。

　2 地区を比べると、光地区が比較的街路が実現し、
室積地区は対照的に街路の整備は手付かずで、主要街
路の実現にとどまっている ( 図 5)。
　光地区の島田川西部では、虹ヶ浜駅 ( 現光駅 ) 前の
街路網を始め、都市計画街路周辺の実現度が高い。一
方で虹ヶ浜海岸線沿いや虹ヶ浜室積線より北部の街路
の実現度は低い。
　本計画の中心とされた光工廠正門前は、官公衙が建
設された。街路網も実現しなかったものはほとんどな
く、事業終結までにほぼすべての計画街路が実現して
いる。昭和 19 年時の様子からも多くの公共施設が確
認でき、光市の中心性を確立していたと言える再 8)。
　先述した通り、光地区とは対照的に室積地区は住宅
地を構成する街路と住宅地に通ずる主要街路のみが実
現しており、細街路はほとんど実現していない。特に
実現した室積神田の環状の街路や南方向に位置する峨
眉山に向かって伸びている街路は、それまでの室積の

　光市は光海軍工廠建設に伴い、終戦前の人口が 10
万人に達するほど目まぐるしい成長を遂げていた再 8)。
不完全な状態で終戦を迎えた光市は、光地区で 2 度、
室積地区で 3 度事業区域縮小 (2) を行い、それぞれ昭
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かった光地区と計画以前から港町として一定の市街地
を形成していた室積地区の両方を対象としている点に
特徴がある。光地区は街路計画も入念に検討され実現
度も高いが、室積地区では工廠関係者向けの計画住宅
地内と虹ヶ浜室積線の街路を除くと新興工業都市計画
の街路の実現度は相対的に低い。計画以前の各地区の
状況の違いに加え、工廠に隣接する光地区と住宅地と
しての役割を期待されていた室積地区の位置付けの違
いも影響を与えている可能性がある (6)。
　光市においては、戦後の都市計画においても新興工
業都市計画の街路計画や用途地域の大半は継承され
た。特に光地区の中心部の街路の大半は新興工業都市
計画により計画されたものであり、同計画が光市のそ
の後の都市計画や現在の都市構造に与えた影響は大き
いと言えるだろう。

街路とは大きく異なり、特徴的である
　このように光新興工業都市計画で実現した道路網を
元に、戦後の都市計画では 2 地区の連絡強化を目的と
して 3 つの環状線が計画された。これは後に小規模な
環状線として途中まで実現している。

　戦前に指定された用途地域は、光地区に 3 ヶ所、室
積地区に 2 ヶ所、計 5 ヶ所の商業地域を、両地区を東
西に結ぶ虹ヶ浜室積線に沿って配置するというもので
あった ( 図 6) 再 7)。室積地区の西側の商業地域は実現
せず、戦後は八幡製鉄の社宅用地となった。
　196X 年の都市計画図 (5) では、商業地域は他のもの
よりも変化が大きく、光駅から島田市まで、旧光工廠
正門前、室積地区の３拠点にまとまっている。この 3
拠点の中でも最も大きく変化しているのは、光駅前か
ら島田市までの地域である。光新興工業都市計画時は
それぞれが中心とされていたが、光市都市診断時には
光市を横断する都市計画街路に沿って商業地域が指定
されている。また旧光工廠正門付近も虹ヶ浜室積線の
沿道が東西に幅広く商業地域に指定された。
　現在の商業地域はあまり変更されていないが、室積
地区の商業地域は縮小している。住居系については、
光駅北側や島田川上流に住居系の用途地域が拡大して
おり、戦前に開発された工廠関係者向けの計画住宅地
も市街地区域に組み込まれている。工業系の用途は、
工廠跡地に加えて未指定地域だった島田川右岸も工業
地域・準工業地域に指定されている。

　光新興工業都市計画は、市街地がほとんど存在しな
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(＊光市都市診断時点の商業地域については、附図「土
地利用及び人口収容計画」からトレースした。)
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注釈
(1) また本計画により、南北方向に工廠東端より省線岩田駅に達する路線
が設けられた。
(2) 代表的な他都市では、多賀 11.4 万、広 10 万、相模原 10 万となっている。
(3) 図 2 の光海軍工廠正門から伸びる黒太線は、昭和 15 年に光工廠官舎道
路として設計、建設された。
(4) 光地区は当初計画の 38%、室積地区は当初計画の 28% とされている。
(5) 昭和 40 年に用途地域変更がされており、同時期の都市計画であると推
定される。
(6) ただし、室積地区に 2 つ目の工廠が計画されていたという情報もある。
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3-3. 光新興工業都市計画以後の用途地域変遷

4. 光新興工業都市計画の現在の都市形態への影響

図6　光新興工業都市計画以後の商業地域変遷




